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研 究 題 目 

 

超音波利用の新展開－ヒトエコーロケーションの工学的応用－ 

研 究 成 果         

 

 
の 概 要         

 

本研究では，晴眼かつ健聴な被験者の超音波帯域でのエコーロケーション能力を計

測し，エコーに含まれる音響的特徴との相関に関して基礎的な検討を行った．1/7 サ

イズのミニチュアダミーヘッドを用いて，試行的にこれまで盲人での先行研究での手

法を採用し，材質及び表面構造が様々な身の回りにあるターゲットに対するエコーロ

ケーション能力を調査した．ターゲットからの超音波バイノーラルエコーの計測を行

い，可聴音に変換した音を刺激とし，健聴者がターゲットの材質の違いをどの程度ま

で弁別可能であるのか，音響心理実験による計測を試みた．また得られた心理実験の

結果と，エコーの音響解析結果との関係性を検討し，超音波による優位性についても

検討を行った．その結果，これより，盲人がエコーロケーションで弁別できるとされ

る身の回りの材質や表面形状の違いに関して，エコーロケーションの経験のない健聴

者においても，エコーを聞くことである程度の弁別が可能であることが分かった．ま

た正答率をエコー間の相互の心理的非類似度としたところ，CF 音に比べ，FM 音で

はすべてのターゲットが比較的，相互の距離を持って分散していることから，FM 音

の方がそれぞれのターゲットを異なる物質として捉えやすかったことがわかった． 
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